
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 
 

施 設 名：稗原デイサービスセンターやまゆり 

施設種類：グループホーム ・ 小規模多機能型居宅介護施設（該当に○） 

     通所介護 

 

日時：令和４年１２月６日（火） 13：30～14：30 

会場：稗原コミュニティーセンター 

送付者 

（人数） 

 

 

 

（議題） 

１．利用状況 

  介護度別、曜日別 

２．近況報告、その他連絡事項 

  

議題１.利用状況 

介護度 要介護５ （男性 0名、女性 0名） 

    要介護４ （男性 1名、女性 1名） 

    要介護３ （男性 1名、女性 3名） 

    要介護２ （男性 1名、女性 3名） 

    要介護１ （男性 1名、女性 5名） 

    要支援２ （男性 2名、女性 8名） 

    要支援１ （男性 1名、女性 1名） 

    事業対象者（男性 0名、女性 0名） 

登録数   18名 

 

 

議題２.近況報告、その他連絡事項 

 ●近況報告 

 ・外出について 

①福泉坊、風穴…菩提寺に久しぶりに参拝、社会交流の場へ参加。 

②思い出の場所づくり…会話の中からヒントを得て思い出の場所へ外出。 

③稗原ダム…季節感を感じ、訓練も兼ねた外出。 

・JA出雲女性部 JA出雲やすらぎ会稗原支部様よりタオルの寄贈。 

・個別活動…塗り絵や刺繍、裁縫など趣味を生かし脳の活性化・認知症予防に

取り組む。 

・レクリエーション…昔ながらの遊びを取り入れ、楽しみながら体を動かし笑 

顔を引き出す。 

利用者代表 ０人 有識者 １人 

利用者家族  1人 
高齢者あんしん支援

センター職員 
１人 

地域住民の代表 ３人 出雲市職員 1人 

  施設(役職員) ４人 



 

・食事について…普通食の他嚥下状態に応じた食事の提供。 

        水分摂取時咽のある方へのトロミのつけ方等の研修へ参加。 

        ※誰もが安心して楽しく食事が出来、健康維持できるよう支

援する。 

〇まとめ：少人数ならではの特性を生かし、利用者様との関わりを大切にして

いる。希望やこうなりたい、こんなことがしてみたなど、可能な限り実現でき

るよう、そのためにどうするかを利用者様と考え、計画・実施している。より

多くの笑顔を引き出せるようにこれからもお一人お一人との関わりを大切に

していきたい。 

 

●連絡事項 

① 利用者ご家族様より、前回の運営推進会議の際に「LINE」の導入を検討し

てほしいとの要望があり、災害時等の連絡方法の一つとして「LINE」での

連絡が出来るようアカウントを取得。運用に向けて動いている所。 

② 水害時は稗原コミュニティーセンターが一時避難場所になっていたが、川

を横断するため、避難を行うのにリスクが高かった。そこで、自治会、コ

ミセンと協議の上、「市森集会所」を一時避難場所にさせていただいた。 

 

●意見交換 

<市職員> 

個別の作品を稗原コミセンに展示させてもらうことで、地域との密着度が増す

と思う。 

➤ センター長と今後検討する。また作品を 11月に佐田町で開催された「ご 

っとこい祭り」に展示した。 

 

<有識者> 

①利用者増にはどんな理由があるか？ 

➤・以前は関係居宅に広報を配布していたが、市内の全居宅に広報を配布し 

た。また地元のケアマネとより密に連絡を取るようにした。 

・80％以上の稼働率で経営が安定するので、職員にノルマを与えた。役員 

の方の協力、地域の方の理解もあり、稼働率がアップした。 

・重度の利用者様も可能な限り受け入れ出来るよう、職員体制を整えている。 

②デイサービス送迎はどうしているか？ 

 ➤ 職員が 2便したり、送迎専門の職員を配置して対応している。 

③亡くなられた方はどうしてか。 

➤ 末期の方、持病の悪化に伴い死亡された。 

 

<地域住民A> 

この町内も高齢化が進み今後ますます需要があると思われる。10名の定員だ

とパンクするのではないか。受け皿がないと困る。事業拡大する計画はあるの



か？ 

➤ まず 10名からの小規模でスタートし、経営が安定してから事業拡大と考

えている。その為には人材の確保、特に地元の方を積極的に採用していきたいと

考えている。 

 

<地域住民A> 

稗原地区で草刈りや、猟銃駆除の事業をしたいという方がある。事業と事業が

協力体制を組む仕組みが出来れば人材不足が補えるのではないか。お互いが

win・winの関係性が出来るよう、例えばデイサービスの送迎職員として雇用を

してみてはどうか。 

➤ 前向きに検討する。 

 

<地域住民 B> 

水害など災害が起こらないことを祈っている。 

 

<市職員> 

要介護度別利用状況はどうなっているか 

➤ 介護度が重度の方は複合サービスを使っている為、比較的介護度が低い利用

者のほうが利用回数は多い傾向にある。 

 

〇その他 

ツリーリングスの紹介 

 特別養護老人ホームやまゆり苑の職員で構成されるバンドで、法人内の企画時

や地域の祭りなどにも参加している。皆様に喜んでいただけるように、また世代

を超えて幸せな時間が共有できるよう活動している。 

 今月 16日稗原コミセンで地域の方のミニクリスマス会があり、そちらでも演

奏を行います。地域との関わりを今後も大切にしていきます 

 

以上 


